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       20２２～２３年度   Ｄ-2700  No. ４  202２年7月２９日 

小倉ロータリークラブ 週報 
 

 

ＲＩﾃｰﾏ：“イマジン  ロータリー”  
ＲＩ会  長：ジェニファー・ジョーンズ 氏 

(所属：カナダ/ウィンザー・ローズランドRC)  

地区ﾃｰﾏ：“ロータリー、継続活動と変化 ”   

 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ：西島 英利 氏(所属：小倉南RC)  

ｸﾗﾌﾞﾃｰﾏ：“エターナル ロータリー ” 
会長 坪根 悟郎 ／ 幹事 高山 定典  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会場 リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３(５３１)１１２１                ≪報告に関して、敬称略≫ 

例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０        事務局e-MAIL : kokura@2700rid.com 

事務局 北九州市小倉北区浅野2-14-2 ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ小倉2F  TEL(５３１)１７２７ FAX(５２２)４３３３ 

クラブ会報委員会 委員長：竹中 休義       副委員長：藤澤 修司 

委 員：合馬 誠一、田中 幸一郎、雲田 昭慶、傍示 文昭、西東 大、伊藤 泰 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か ３.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

            

    

第３５１９回 例会 記録 

 ７月１５日(金)  普通例会 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “2700のマーチ” 

・ガバナー公式訪問 

   

本日の例会 第３５２０回 

・ロータリーソング “それでこそロータリー” 

・卓話 

国立病院機構 小倉医療センター  

糖尿病センター長 

的場 ゆか 氏 

表紙写真(初夏の花シリーズ/向日葵は北九州の市花) 

最近はウクライナを連想するひまわりですが、必ずしも太陽の方向を向いて花が咲くわけではありません。 

          【写真撮影：辰巳 和正 会員／令和4年7月13日／北九州市・小倉北区金田にて】 

 

ようこそ！！ 西島ガバナー 

 

RI 第 2700 地区ガバナー 

所属クラブ：小倉南 RC 

勤務先：医療法人小倉蒲生病院 

理事長 

 

 

【ロータリー歴】 

1985 年 6 月  入会 

1999 年 12月 退会 

2015 年 5月 再入会 

2017-18年度  小倉南 RC  会長 

 

【経歴】 

1977 年 3 月  日本医科大学医学部卒業 

1984 年 4 月  医療法人小倉蒲生病院 理事長 

1994 年 4 月  北九州市医師会  理事 

1998 年 4 月  日本医師会 常任理事 

2004 年 7 月  参議院議員（１期） 
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坪根 悟郎 会長 

みなさん、渡辺貞夫さんをご存じですか？ 日本を

代表するジャズミュージシャンで、1978年 45歳の時に

リリースした「カリフォルニア・シャワー」が大ヒット

しました。私が中学 3年の時です。このヒットを皮切り

に、日本では大フュージョンブームが起こりました。彼

は 18歳の時からプロミュージシャンとして活動を始め、

30歳手前で、ジャズを目指す人間ならだれもが憧れる、

アメリカのバークレイジャズ音楽院に 3 年間留学しま

した。日本に帰ってからは、自宅に若手のミュージシャ

ンを呼んで、バークレイで得た知識を惜しげもなく教

えていたそうです。だから他のミュージシャンから尊

敬され、レジェンドになっていくわけです。 

話は変わりますが、小倉の針灸師の白石さんという

方が、1984年から亡くなる前年の 2011年まで、27回に

亘って BPM 音楽祭という盲人音楽家を支援するコンサ

ートを開催していました。私の所属するニューアベベ

オールスターズというビッグバンドも、20 回以上参加

させていただきました。1995年、BPM音楽祭に渡辺貞夫

さんのカルテットを招いたのですが、ビッグネームで

すから大入りの大盛況でした。その時のギャラが 150万

円でした。ところがコンサートが終わって 1 週間もし

ないうちに、渡辺貞夫さんが 150 万円寄付して下さっ

たそうです。渡辺さんが言うには、自分はプロミュージ

シャンだからギャラはもらう。しかし 10年以上に亘っ

てプロのイベンターに頼ることなく、コンサート開催

を実現させる熱意と情熱のあるチャリティーに参加さ

せてもらったのだから寄付するのは当然だとのことで

した。かっこいいですね。この寄付もそうですが、将来

商売敵になるであろう若手に自分の知識を惜しげもな

く伝える。このような行動はロータリーの奉仕の精神

に通じるのではないでしょうか。私もこのようないか

した男になりたいものです。 

 

           中村 委員長 

2022年 7月 1日：68名でスタート  
会員数 出席者数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 出席率 

当日の

出席 69 名 46 名 ― 74.19% 

先週の

出席 69 名 45 名 20 名 
93.55% 
修正後 

◆ゲスト    7名 

・第 2700地区ガバナー     西島 英利 氏(小倉南) 

・第 2 グループガバナー補佐代理 藤本 孝行 氏（戸畑）

・第 2700地区副幹事       竹下 勇二 氏(小倉南) 

・第 2700地区副幹事       平尾伊智郎 氏(小倉南) 

・第 2700地区副幹事       奥山  繁久 氏(小倉南) 

・第 2700地区副幹事      今村  一男 氏(小倉南) 

・グエン ズイ ヴァン 氏 （米山記念奨学生） 

◆ビジター    0名 

 

             宮島 副幹事 

・本日は例会終了後に記念撮影があります。撮影会場は

5階です。名札やタスキはお取りになり、荷物はその場

に置いて、貴重品のみお持ちになってください。 

・来週は休会ですので、例会はありません。 

 

          

社会奉仕委員会             城 委員長 

明日 7月 16日(土)は、恒例の駅前早朝清掃です。今

年度第一回の開催となりますが、あいにく天候が今夜

夜半から明日に掛けて荒れ模様、報道によりますと、線

状降水帯発生の予報となっております。ある程度は決

行ですが、皆様の安全を確保の上当日はご参加をよろ

しくお願いいたします。お車でお越しの方はステーシ

ョンホテルの駐車場を開放していただいておりますの

でご利用ください。 

 

 藤澤 副 SAA 

27,368 円 ：累計金額 66,368 円 

小倉南 RC 

本日は、お世話になります。どうぞよろしくお願いい

たします。 

藤本 孝行 様（戸畑） 

本日はよろしくお願いいたします。 

坪根 悟郎 君 

西島ガバナー、藤本ガバナー補佐代理、竹下さん、平

尾さん、奥山さん、今村さん、本日は小倉 RCの為に時

間を割いていただきありがとうございます。 

原田 光久 君 

西島英利ガバナー、1 年間のご健闘をお祈りします。 

濱田 源一郎 君 

加藤先生、80 数年間酷使した歯の老化を優しく痛み

なく治療していただき有難うございました。感謝です。 

辰巳 和正 君 

ようこそ西島ガバナー様。日本がバブルに沸いてい

た頃に小倉 RCの久恒不動産鑑定士と 3人で飲んで回っ

たことが懐かしいですね。 

城 健一郎 君 

7 月 10 日（日）は、北九州グランフィルハーモニー

管弦楽団の定期演奏会を鑑賞し、北九州初の常設オー

ケストラによる迫力ある演奏に圧倒されました。当日

は小倉 RCからも多くの会員の皆様に鑑賞していただき、

楽団事務局のご担当者より御礼のお言葉を頂戴してお

ります。参加いただいた会員の皆様におかれましては

楽団へのご支援ありがとうございました。 

親睦活動委員会 

春秋会でのおつりをニコニコします。 
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国際ロータリー第2700地区ガバナー 西島 英利 氏 

【活動方針】 

１．第 2700 地区

の会員増強 

・地区の目標値  

2023 年 7 月 1 日

時点会員数 3,400 

人 

(2022 年 2 月 1 

日会員数 3,111 

人) 

・2023 年までにロータリー女性会員の割合を 30％す

るという RI 理事会の目標を達成する努力をする 

・新クラブの結成促進、新しく 2クラブ設置 

２．地区が一体となった奉仕活動の計画、実施 

３．クラブ戦略（CLP）の策定実施 

 ・2023 年までにロータリー女性会員の割合を 30％

にするという RI 理事会の目標達成に努力 

 ・クラブ会員維持方策と新会員育成方策の策定実施 

 ・DEI に対する推進活動 

４．第 2700 地区の 5ヶ年計画の着実な実施 

 ・地区および委員会委員等へのローターアクトの積

極的活用 

 ・RLI の計画的実施及びロータリー財団と米山奨学

金に対する寄付目標達成 

５．RI 事業への積極的参加 

 ・国際大会への出席促進（メルボルン） 

 

日 時：7月 15日（金）11時 15分～12時 15分 

場 所：リーガロイヤルホテル小倉 4F 桜の間 

出席者：西島ガバナー、藤本ガバナー補佐代理、 

竹下地区副幹事、平尾地区副幹事、 

  奥山地区副幹事、今村地区副幹事、坪根会長、

松本副会長、宮島副幹事

坪根会長より、小倉 RCの概要と年度方針の説明を行

いました。概要では、地区内で 3 番目に設立され、今

年で 73 年になること、現在の会員数は 68 名で、ひと

ころに比べると 40名くらい減少していることや、転勤

族が多く、大体 2 年～3 年で転勤されるので、他クラ

ブに比べて出入りの多い会員さんで構成されているこ

とが特徴で、昨年度は地元の若い方を中心に会員増強

に力を入れ、5名ほど入会予定であること、5名のうち

1 名は女性で、企業後任者以外では初めての女性とな

ることなどを報告いたしました。 

クラブの委員会は「五大奉仕」をはじめ、13の委員

会で構成、クラブの委員会活動に関しては、ロータリ

ーの基本である「友愛と奉仕」でありますから、「友愛」

については、親睦活動委員会が中心となって行ってお

り、他クラブにはないユニークな活動として、「洗心会」

「男の料理教室」「洗身会」を紹介しました。「友愛と

奉仕」の「奉仕」については、五大奉仕のうち、クラブ

奉仕を除く４つの委員会の活動の中から、「優良従業員

表彰」を行ったり、毎週第 3土曜日の午前 6時から JR

小倉駅前の清掃を小倉東 RC、小倉工業高校 IACと合同

で行ったり、小倉工業高校 IAC とは清掃登山、ギラヴ

ァンツ北九州応援例会も開催していること、米山記念

奨学会特別寄付金を募るため例会受付デスクに専用の

封筒を置いていること、などを説明しました。 

そして、今年度の小倉 RCの会長方針である「エター

ナルロータリー」の意味と思い、クラブの永続に最も

必要なものである会員同士の絆を 2 年間停滞した親睦

活動に重点を置き、会員同士の絆を深めたい旨、西島

ガバナーに伝えました。 

続いてガバナーより、活動や方針に対する所感とし

て、地道にしっかりと活動を続けていることが分かっ

たので、今までやっていること、目標を掲げて取り組

んでいることへの感謝の言葉と共に、前年度ガバナー

からの申し送り事項のペーパーをいただき、引き続き

今までの活動を引き続き実施してもらいたい旨と My 

Rotaryへの登録率アップについての要望が述べられま

した。 

質問では、坪根会長から、「地区の委員会が大きく変

わってきているのに、小倉 RC は相変わらず 13 の委員

会のままであるが…」という藤本ガバナー補佐代理の

前回のガバナー補佐訪問での所管について、「地区の小

委員会が変わっていることは分かっていましたが、従

前の 13の委員会にきちんと振り分けられるし、ロータ

リーは個々のクラブの活動が中心なので、必ずではな

いということなので、変更しなかった」旨を説明しま

した。この点における質疑応答は非常に活発に行われ、

最後は坪根会長から会長エレクトの松本副会長に託す

ことになりました。 

また、地区の行事の研修会など、拘束時間が長いた

め、転勤族の方に参加をお願いしにくい環境があり、

時間や日数の変更を希望している旨説明しました。最

後に、ガバナーより地区に対する指導等があれば？と

の質問に対して、西島ガバナーからは地道にしっかり

と活動を続けていただいているので、それを続けてほ

しい旨のお言葉があり、閉会となりました。 

【報告者：宮島】 

 

 

ガバナーと会長・幹事懇談会 報告 
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洗身会 報告 

日 時：7月 13日（水） 18時 30分～ 

参加者：坪根、高山、天ヶ瀬、伊井、上野、大川、甲木、

城、杣、竹中、田中(幸)、豊川、平野、藤澤、 

 松本、宮島、村上、本村、山中、吉村、傍示、 

 伊藤、瓜生、小嶋、青木、森、宮﨑 

「洗身会」が、3年ぶりに開催されました。感染症第

7波の最中でありますが、福岡県の行動方針に従い、手

先消毒と換気を行い、且つ大広間でテーブルの間隔も

確保する等の対策を講じ、会員 27名の方に参加して頂

きました。 

豊川親睦活動委員の司会、杣直前会長の開会挨拶、

そして坪根会長の乾杯で会がスタートしました。お楽

しみのお料理は”鰻の特別コース”です。そして、多数

の参加者に寄贈していただいたお酒が、所狭しに並ん

でおりました。美味しいお酒、美味しいお料理、楽し

いお話を媒体として相互親睦が図られ、どのテーブル

の参加者もほろ酔い顔で大盛上りでした。楽しい時間

はあっという間にジャスト 2 時間、参加者全員での記

念撮影で 3 年ぶりの「洗身会」は閉会となりました。

多数の参加者の方にお酒を寄贈して頂き大変有難うご

ざいました。引続き、親睦行事が無事に開催されるこ

とを祈念いたします。 

改めてですが…鰻は、エネルギーの代謝に関係する

ビタミン群が多く含まれているので、夏バテ防止には

ぴったり。さらに、ビタミン E や A なども含まれてお

り、栄養価の高い食材なのです。つまり、夏に鰻を食

べるのは、とても理にかなっていることなのです。白

焼、蒲焼、せいろ蒸しと様々な鰻料理を堪能しながら、

皆さんと楽しい時間を過ごさせていただき心身の栄養

補給が出来ました。皆さん！夏バテすること無く、猛

暑を乗りきっていきましょう！     【報告者：平野】 
 

小倉駅前早朝清掃 報告 

日 時：7月 16日（土） 6時～ 

参加者：坪根、杣、角南、小島、佐竹、伊井、城、 

安田(堅)、甲木、雲田、西東、伊藤、一井、 

瓜生、安田(裕)、青木、寺澤元会員 

小倉工業高等学校 IAC生徒 

今年度 1 回目の小倉駅前早朝清掃は、前日の天気予

報では豪雨も予想され心配されましたが、曇り模様な

がら雨に降られることなく実施することができました。

前夜より小倉祇園太鼓が開催されていることもあって

か、回収したゴミの量は普段よりやや多く感じられま

したが、小倉工業高校からも IACの生徒さんの参加と、

小倉に帰省されていた元会員の寺澤さん(三菱 UFJ 銀

行)の参加も得て、無事清掃活動を終えました。 

【報告者：城】 

 

クラブ会報委員会 会合 報告 

日 時：7月 20日（水） 18時 30分～ 

場 所：一椿 和店 

参加者：竹中、藤澤、合馬、雲田、傍示 

クラブ会報委員会メンバーの親睦を深めつつ、仕事

内容および役割の確認を行いました。週報を遅延なく

発行するという重大な任務に向けて、委員の心を一つ

にしました。          【報告者：竹中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会予告 

8 月 5 日（金） 普通例会 

・国歌斉唱 

・ロータリーソング “2700 のマーチ” 

・会員卓話 

(株)TVQ 九州放送  

専務取締役北九州本社代表 

傍示 文昭 氏 

『中国による台湾侵攻はあるのか』 

米山記念奨学会「特別寄付金」 

例会当日寄付者 

・原田 光久 

合計     2022～23 年度累計金額 

3,000 円    106,000 円 
   


